
　手すき和紙の作り方

原料づく り 紙づ く り 紙すき

資料提供：大滝国義＆カ ミ ノ シゴ ト

刈 り と り 水浸け たてる 紙床をつ く る

蒸し 煮熟

漉き

脱水

皮剥ぎ 灰汁ぬき ・漂白 乾燥

表皮取り ち り取 り 仕上げ

叩解

原料になる楮を落葉の後、年1回

（ 1 2月初旬~ 1月中旬）刈り と り ます 。

刈 り と った楮の木を蒸し 、皮をはぎ

やす く し ます 。

蒸しが終わった と き 、皮をはぎ ます 。

外皮（黒皮）をけず り と り 、乾燥させ

ます 。 （白皮とな る ）

繊維を木槌で叩き 、細か くほ ぐ し ます 。

叩解ガ終わった原料ハ紙料箱に

入れます 。

流水にひたし 、灰汁をぬ く と と もに 、

自然漂白をおこないます 。

原料を釜の中に入れ、煮熟剤（ア

ルカ リ性薬品）を加えて 、繊維だけ

を取り出し ます 。

次に簀桁とい う道具を使って漉船

の中の液（紙料）をす くい 、揺す り ます 。

これを 「紙を漉 く 」 といいます 。その作業

は次のア 、 イ 、 ウの順序で行われます 。
紙床の圧搾といい 、紙の水分を

しぼる作業をし ます 。圧搾した後、

紙の水分は60 ~ 6 5％ とな り ます 。

払い水・ ・ ・紙の裏面をつ く り ます 。

紙料を浅 く く み 。 1回で完全に

払い捨てます 。 このよ うに紙は積層

されて1枚とな り ます 。

調子・ ・ ・紙の厚みをつ く り ます 。

他の産地では 「縦揺り 」が主です

が 、美濃和紙は「縦ゆ り 」 と と もに

「横揺り 」 を行います 。 「 と も揺 り 」

といって 1回の くみあげで前後左右

に揺るこ と もあ り ます 。

化粧水・ ・ ・紙の表面をつ く り ま

す 。 この時、チ リなどを入念に

　取りのぞき ます 。

乾かした紙を1枚1枚手にとって

選別し 、その後仕立てをし ます 。

たて方法は百枚を三つに折り 、

ご五百枚で包みます 。壱千枚を

一丸（ひ と ま る ） といいま した 。

川の浅瀬か水槽に2日間（冬は3日

間）浸し 、不純物を除いて原料を柔

らか く し ます 。

紙を漉き までの作業を 「紙をたてる 」

といいます 。漉船の中に、原料、

黄蜀葵、水を入れて準備をし ます 。

「 1 たて 」で 2 5枚ほどの紙を漉き 、

1日に8回ほど行います 。

漉きあげた湿紙を紙床板に1枚ずつ

積み重ねます 。積み重ねた紙を

「紙床」 といいます 。
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